
去
る
12
月
14
日
（
日
）
、

15
日
（
月
）
の
一
泊
二
日

で
労
供
労
組
協
学
習
会
＆

幹
事
会
が
神
奈
川
県
三
浦

市
の
マ
ホ
ロ
バ
マ
イ
ン
ズ

三
浦
に
16
名
参
加
の
下
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
の
学
習
会
で
は
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
講
師
を
招

い
て
講
演
を
開
催
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
学
習
会
で

は
今
後
の
公
務
労
供
運
動

を
始
め
、
た
労
供
労
組
協

の
運
動
に
つ
い
て
の
討
議

を
行
う
こ
と
を
中
心
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
議
長
の
「
会
計
年

度
任
用
職
員
等
の
公
務
労

働
者
の
組
織
化
が
図
れ
な

い
か
と
い
う
こ
と
を
中
心

に
、
本
日
の
学
習
会
を
開

催
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。
」
と
の

挨
拶
の
後
、
各
組
合
の
労

供
事
業
報
告
（
後
記
）
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

左
記
の
報
告
・
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。

(1)
公
務
労
供
運
動
（
労
供

労
組
協
、
横
山
南
人
事
務

局
長
）

(2)
公
務
に
お
け
る
非
正
規

の
実
態
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
官

製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
研
究

会
、
白
石
孝
理
事
長
）

(3)
板
橋
区
に
お
け
る
労
働

者
供
給
の
ア
プ
ロ
ー
チ

（
労
供
労
組
協
、
太
田
武

二
副
議
長
）

(4)
公
務
労
供
運
動
の
位
置

付
け
と
期
待
す
る
こ
と
ろ

（
労
供
研
究
会
、
橋
本
秀

一
座
長
）

労
供
労
組
協
で
は
今
期

方
針
の
な
か
の
労
供
の
拡

大
に
つ
い
て
、
①
「
派
遣
」

の
「
供
給
」
へ
の
代
替
に

よ
る
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
の
解
消
、
②
労
供
の
活

用
に
よ
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

の
組
織
化
検
討
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

「
派
遣
」
の
「
供
給
」

へ
の
代
替
に
つ
い
て
は
、

社
会
・
労
働
保
険
の
適
用

に
つ
い
て
、
供
給
元
が
供

給
組
合
員
を
雇
用
し
、
社

会
・
労
働
保
険
を
適
用
し

た
上
で
、
供
給
が
で
き
る

（
「
供
給
・
派
遣
」
の
派

遣
事
業
体
経
由
の
供
給
と

は
区
別
し
て
、
「
直
供
給
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
）
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
が
背
景

に
あ
り
ま
す
。

公
務
労
供
運
動
に
つ
い

て
は
、
公
務
に
お
け
る
派

遣
労
働
者
の
労
供
へ
の
代

替
の
み
な
ら
ず
、
左
記
に

つ
い
て
も
追
求
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

〇
会
計
年
度
任
用
職
員
に

お
け
る
労
供
活
用
の
可
能

性〇
公
務
の
業
務
委
託
業
者

に
お
け
る
派
遣
の
供
給
へ

の
切
替
え

〇
労
働
組
合
に
よ
る
事
業

者
（
企
業
組
合
等
）
に
よ

る
指
定
管
理
者
の
可
能
性

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
運

動
を
進
め
る
た
め
に
公
務

労
供
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
発
足
さ
せ
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

歴
史
的
変
遷
と
し
て
、

１
９
７
４
年
当
時
は
、
ほ

ぼ
１
０
０
％
正
規
職
員
だ
っ

た
が
、
下
図
の
通
り
１
９

９
４
年
（
平
成
六
年
）
か

ら
正
規
職
員
数
が
減
り
だ

し
て
お
り
、
１
９
９
０
年

代
に
は
非
正
規
職
員
が
急

増
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
現
在
で
は
職

場
の
３
分
の
１
程
度
が
非

正
規
と
な
っ
て
い
ま
す
。

非
正
規
に
は
、
特
別
職

非
常
勤
職
員
、
一
般
職
非

常
勤
職
員
、
そ
し
て
臨
時

的
雇
用
職
員
で
あ
っ
た
と

こ
ろ
、
２
０
２
０
年
に
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
が

導
入
さ
れ
、
自
治
体
の
雇

用
形
態
が
統
一
化
さ
れ
ま

し
た
。

地
方
自
治
体
の
非
正
規

公
務
員
問
題
は
圧
倒
的
に

女
性
が
多
く
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

問
題
と
し
て
現
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
女
性
が
補

助
的
労
働
と
い
う
ふ
う
に

決
め
つ
け
ら
れ
て
い
る
と

い
う
、
非
正
規
公
務
員
問

題
の
大
き
な
要
素
と
し
て

は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。

白
石
理
事
長
は
、
労
供
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(1)

マ
ホ
ロ
バ
マ
イ
ン
ズ
三
浦
に
て
16
名
が
参
加

２
０
２
５
年
度
学
習
会
＆
幹
事
会
開
催
さ
れ
る

公
務
労
供
運
動

公
務
に
お
け
る

非
正
規
の
実
態



労
組
協
に
対
し
て
、
「
公

務
の
世
界
で
は
労
働
者
供

給
（
以
降
「
労
供
」
と
記

す
）
の
認
識
が
な
く
、
自

治
労
と
自
治
労
連
に
突
撃

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

労
供
事
業
の
意
味
合
い
と

い
う
の
が
だ
ん
だ
ん
分
か
っ

て
き
た
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ

ん
と
一
緒
に
公
務
の
世
界

で
も
や
っ
て
い
き
た
い
な

と
考
え
て
い
る
。
」
と
労

供
労
組
協
と
連
帯
し
て
運

動
を
進
め
て
い
く
こ
と
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

現
業
ユ
ニ
オ
ン
は
、
板

橋
区
に
お
け
る
現
業
職
員

（
※
）
の
組
合
で
、
２
０

１
６
年
に
労
働
者
供
給
事

業
の
許
可
を
取
得
し
ま
し

た
。板

橋
区
の
用
務
に
お
い

て
繁
忙
期
や
欠
員
が
生
じ

た
時
の
職
員
補
充
を
時
給

の
臨
時
職
員
と
い
う
形
で

は
な
く
、
現
業
ユ
ニ
オ
ン

か
ら
の
労
働
者
供
給
で
補

充

す

る

こ

と

を

求

め

て

き

ま
し
た
。

ま

た

、

調

理

な

ど

の

職

員
体

制

の

見

直
し

に

つ

い

て

も

労

働

者

供
給

の

利

用

を

求

め

て

き

て
い
ま
す
。

２

０

１

７

年

当

時

の

話

に

な

り

ま

す

が

、

２

億

円

の
業

務

委

託

の
う

ち

約

１

億
数
千
万
円
が
事
業
者
利

益
等
で
、
労
供
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
区
の
支

出
を
抑
え
る
と
共
に
、
現

業
職
員
の
賃
金
も
上
げ
る

こ
が
で
き
る
上
に
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
図
ら

れ
、
Win-

Win-

Win
の
関
係
が

実
現
で
き
る
こ
と
を
示
し
、

労
供
の
導
入
を
求
め
ま
し

た
。行

政
と
の
関
係
で
内
部

折
衝
を
繰
り
返
し
を
し
、

教
育
委
員
会
レ
ベ
ル
で
は

そ
れ
な
り
に
理
解
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
最
終

的
な
契
約
の
段
階
で
、
従

来
の
事
業
者
と
の
契
約
関

係
な
ど
が
あ
る
ら
し
く
、

結
局
は
こ
の
２
億
円
の
業

務
委
託
契
約
が
継
続
を
さ

れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

（
※
）
現
業
職
員

主
に
現
場
で
直
接
作
業
業

務
に
従
事
す
る
職
員
を
指

し
ま
す
。
現
業
ユ
ニ
オ
ン

は
学
校
給
食
調
理
や
学
校

用
務
等
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
他
、
清
掃
関
係

や
土
木
・
公
園
関
係
な
ど
、

作
業
・
技
能
・
労
務
を
行

う
職
員
で
す
。

労
供
研
究
会
の
座
長
で

あ
る
國
學
院
大
學
名
誉
教

授
の
橋
元
先
生
か
ら
は
、

経
済
の
観
点
か
ら
労
働
組

合
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

次
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

【
労
働
組
合
の
労
働
市
場

経
済
に
お
け
る
役
割
】

労
働
市
場
は
真
の
市
場

で
は
な
く
、
労
働
組
合
に

よ
る
団
体
交
渉
が
市
場
機

能
を
補
完
す
る
必
要
不
可

欠
な
存
在
で
あ
る
。

【
社
会
的
責
任
】

労
働
組
合
の
活
動
は
日

本
の
経
済
社
会
の
あ
り
方

を
規
定
す
る
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
公
務
労
供
運

動
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

な
話
が
あ
り
ま
し
た
。

【
市
場
規
模
】

公
務
労
働
市
場
は
２
４

８
万
人
規
模
で
労
働
組
合

組
織
率
29
％
と
大
き
な
存

在
感

【
実
現
可
能
性
】

〇
住
民
サ
ー
ビ
ス
ニ
ー
ズ

の
高
ま
り
と
定
員
制
約
に

よ
り
非
正
規
対
応
が
構
造

化〇
コ
ス
ト
削
減
と
労
働
条

件
向
上
の
両
立
が
可
能

〇
自
治
労
・
自
治
労
連
へ

の
働
き
か
け
が
突
破
口
と

な
る
可
能
性

【
制
度
的
課
題
】

〇
行
政
手
続
き
の
壁

公
開
入
札
制
度
等
に
よ

り
労
働
組
合
と
の
直
接
契

約
が
困
難
な
制
度
的
制
約

〇
認
知
度
の
低
さ

公
務
分
野
に
お
け
る
労

供
事
業
へ
の
理
解
不
足

【
運
動
の
方
向
性
】

〇
準
備
会
の
設
立

労
供
労
組
協
総
会
後
に

公
務
労
供
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
準
備
会
を
発
足

〇
調
査
研
究
の
必
要
性
：

公
務
分
野
に
お
け
る
派

遣
の
実
態
調
査
お
よ
び
労

供
活
用
可
能
性
の
法
的
検

討〇
政
治
的
働
き
か
け

首
長
・
議
員
へ
の
啓
発
活

動
の
重
要
性

2026年（令和8年）2月27日 ろ う き ょ う 第66号 (2)

資料1.労供労組協の労働者供給事業～労働者供給事業の位置づけと公務労供運動～

資料2.公務における非正規の実態～そして、公務における労供を考える

資料3.自動車運転手の供給について

資料4.労働者供給事業者の適正化を求める要請書

～名ばかり労働組合による労働者供給者の排除に向けて～

学習会＆幹事会資料

板
橋
区
に
お
け
る

労
供
の
ア
プ
ロ
ー
チ

公
務
労
供
運
動
の

位
置
付
け
と

期
待
す
る
こ
と
ろ

公
務
労
供
運
動
の

今
後
の
課
題
と
展
望



各
組
合
に
お
け
る
労
供

事
業
報
告
に
つ
い
て
要
約

を
記
し
ま
す
。

【
全
港
湾
の
取
り
組
み
状

況
】

◆
事
業
許
可
の
変
遷

当
初
は
各
支
部
に
お
い

て
許
可
を
取
得
し
て
い
た

が
、
地
方
労
働
局
の
理
解

不
足
の
問
題
か
ら
、
一
度

中
央
本
部
で
一
括
許
可
に

変
更
。
そ
の
後
、
組
合
費

の
問
題
（
各
支
部
に
よ
り

相
違
）
が
あ
り
、
５
年
ほ

ど
前
か
ら
再
び
各
支
部
で

の
許
可
取
得
に
戻
し
て
い

る
。

◆
現
在
の
実
績

・
日
本
海
や
沖
縄
な
ど
の

波
動
性
が
多
い
港
湾
で
効

果
的
に
活
用

・
新
潟
や
沖
縄
で
は
優
秀

な
組
合
員
が
複
数
企
業
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
車
に
積
ん

で
日
々
供
給
さ
れ
て
い
る

◆
課
題
と
対
応

・
東
北
地
方
で

の
ト
ラ
ッ
ク
運

転
手
供
給
に
つ

い
て
運
輸
局
か

ら
指
摘
が
あ
っ

た
が
、
交
通
省

自
動
車
局
と
の

協
議
に
よ
り
、

供
給
契
約
は
定

期
雇
用
と
の
認

識
で
安
全
運
輸

規
則
違
反
に
は

当
た
ら
な
い
と
の
判
断
を

得
て
解
決

・
２
０
２
４
年
問
題
に
よ

る
人
員
不
足
が
顕
在
化
す

る
中
、
労
供
事
業
の
重
要

性
が
増
し
て
い
る

【
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ユ
ニ

オ
ン
の
現
状
】

◆
組
織
の
若
返
り

均
年
齢
が
年
々
１
歳
ず

つ
上
が
っ
て
い
た
が
、
若

い
人
材
の
加
入
に
よ
り
組

織
が
活
性
化

◆
契
約
形
態

３
ヶ
月
平
均
の
契
約
が

多
く
、
一
部
で
は
１
ヶ
月

単
位
の
契
約
も
存
在

◆
年
齢
に
よ
る
課
題

60
歳
を
超
え
る
と
仕
事

確
保
の
難
易
度
が
上
昇

【
音
楽
家
ユ
ニ
オ
ン
の
活

動
】

◆
過
去
の
取
り
組
み

レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ス

タ
ジ
オ
分
野
で
職
員
を
雇

用
し
労
供
事
業
を
実
施
し

て
い
た
が
、
著
作
隣
接
権

の
個
人
分
配
化
に
よ
り
団

体
収
入
が
減
少
し
、
現
在

は
細
々
と
活
動

◆
現
在
の
状
況

・
東
京
と
大
阪
で
年
間
数

件
程
度
の
供
給
実
績

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
民
放
キ
ー
５

社
、
日
本
レ
コ
ー
ド
協
会

と
の
交
渉
で
決
定
さ
れ
る

ミ
ニ
マ
ム
ス
ケ
ー
ル
を
下

回
ら
な
い
基
準
で
供
給

・
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
対

応
と
し
て
契
約
書
を
整
備

◆
業
界
課
題

・
独
禁
法
の
影
響
で
基
準

演
奏
料
交
渉
が
困
難
に
な
っ

て
い
る

・
ペ
ル
ナ
ン
ブ
コ
（
ブ
ラ

ジ
ル
国
木
）
の
ワ
シ
ン
ト

ン
条
約
規
制
に
よ
り
海
外

ツ
ア
ー
時
の
楽
器
持
ち
出

し
に
制
約

・
Ａ
Ｎ
Ａ
楽
器
ケ
ー
ス
貸

し
出
し
廃
止
に
よ
る
影
響

懸
念

【
サ
ー
ビ
ス
連
合
の
添
乗

員
事
業
】

◆
事
業
形
態

（
株
）
フ
ォ
ー
ラ
ム
ジ
ャ

パ
ン
で
添
乗
員
を
派
遣

（
元
々
は
供
給
事
業
）

◆
市
場
動
向

・
旅
行
需
要
は
堅
調
だ
が
、

日
中
問
題
に
よ
り
中
国
人

観
光
客
が
減
少

•
京
都
で
は
中
国
人
減
少

に
よ
り
単
価
が
上
昇

•
欧
米
観
光
客
へ
の
転
換

で
収
益
性
向
上
の
動
き

◆
人
材
課
題

添
乗
員
の
平
均
年
齢
が

52
、
53
歳
と
高
い
中
で
若

い
人
材
の
確
保
困
難

【
全
日
建
の
臨
時
供
給
へ

の
挑
戦
】

◆
関
東
支
部
に
お
い
て
臨

時
供
給
の
取
り
組
み

•
従
来
の
日
々
雇
用
供
給

に
加
え
て
、
臨
時
供
給
を

検
討

•
全
港
湾
新
潟
支
部
を
視

察
し
、
具
体
的
手
続
き
を

学
習

•
正
社
員
の
立
場
を
維
持

し
な
が
ら
雇
用
を
守
る
方

策
と
し
て
位
置
づ
け

◆
近
畿
支
部
の
法
的
闘
争

•
10
件
程
度
の
争
議
案
件

を
東
京
地
裁
で
係
争
中

•
労
働
委
員
会
の
理
解
不

足
に
よ
り
派
遣
と
同
様
の

扱
い
を
受
け
る
問
題

•
同
一
賃
金
同
一
労
働
の

確
立
と
正
社
員
登
用
で
成

果
を
上
げ
て
い
る

【
全
建
総
連
の
災
害
対
応
】

◆
木
造
仮
設
住
宅
の
特
徴

プ
レ
ハ
ブ
で
は
な
く
ベ

タ
基
礎
に
よ
る
本
格
的
な

木
造
建
築
で
、
後
に
公
営

住
宅
へ
の
転
用
も
想
定

◆
労
働
環
境
の
課
題

能
登
で
は
過
酷
な
労
働

環
境
に
よ
り
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
問
題
が
発
生

2026年（令和8年）2月27日 ろ う き ょ う 第66号

各
組
合
労
供
事
業
報
告

◆2024-2025年の実績

能登半島地震：623戸、延べ21,746人

山形豪雨災害：36戸、912人

能登豪雨：156戸、6,923人

大船渡山林火災：33戸、1,136人
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【
自
動
車
運
転
手
の
供
給

に
つ
い
て
】

２
０
２
５
年
７
月
17
日

に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
労

供
労
組
協
４
役
会
議
の
レ

ジ
ュ
メ
に
、
「
自
動
車
運

転
手
の
供
給
に
つ
い
て
」

左
記
の
記
載
が
あ
り
ま
し

た
。

「
現
状
の
労
供
契
約
書

（
労
働
協
約
）
に
お
い
て

は
、
定
期
雇
用
と
の
判
断
。

す
な
わ
ち
日
雇
い
で
は
な

い
た
め
自
動
車
運
転
手
も

可
。

定
期
雇
用
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
日
雇
労
働
被

保

険

者

制

度

の

利

用

（
「
日
雇
労
働
被
保
険
者

手
帳
」
（
白
手
帳
）
の
発

行
）
は
偽
装
日
雇
い
と
し

て
問
題
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
」

こ
の
記
載
に
つ
い
て
、
、

新
運
転
中
央
本
部
の
役
員

か
ら
疑
問
が
呈
さ
れ
た
と

の
こ
と
で
、
太
田
副
議
長

か
ら
「
す
な
わ
ち
日
雇
い

で
は
な
い
た
め
に
自
動
車

運
転
手
も
可
。
」
と
の
表

現
は
「
誤
り
で
な
い
か
と

の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

詳
し
い
内
容
は
２
ペ
ー

ジ
の
「
資
料
３
．
自
動
車

運
転
手
の
供
給
に
つ
い
て
」

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

【
厚
生
労
働
省
要
請
に
つ

い
て
】

労
供
労
組
協
で
は
大
阪

労
働
局
と
東
京
労
働
局
に

対
し
て
２
０
１
８
年
に

「
労
働
者
供
給
事
業
者
の

責
務
お
よ
び
許
可
要
件
等

に
関
わ
る
要
請
書
」
、
２

０
２
０
年
に
「
名
ば
か
り

労
働
組
合
に
よ
る
労
働
者

供
給
事
業
者
の
排
除
に
向

け
た
要
請
書
」
と
い
っ
た

要
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
厚
生
労
働
省
に
対
し

て
労
働
者
事
業
者
の
許
可

要
件
に
沿
っ
た
適
正
化
を

求
め
、
名
ば
か
り
労
働
組

合
の
排
除
を
求
め
て
要
請

を
行
い
、
大
阪
労
働
局
お

よ
び
東
京
労
働
局
に
対
し

て
、
２
０
１
８
年
と
２
０

２
０
年
の
要
請
を
実
行
す

る
よ
う
合
わ
せ
て
依
頼
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

【
労
供
労
組
協
サ
イ
ト
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
】

現
在
の
労
供
労
組
協
サ

イ
ト
は
、
サ
イ
ト
が
古
く

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
ベ
ー
ス
で
作
ら

れ
て
い
る
た
め
更
新
が
困

難
（
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
の
知
識
が

な
い
と
で
き
な
い
）
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
、
コ
ン
テ

ン
ツ
の
充
実
を
図
り
、
公

務
労
協
運
動
の
推
進
に
も

寄
与
で
き
る
よ
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ

と
の
連
携
を
図
る
な
ど
を

目
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す

こ
と
に
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
連
携
に
つ
い
て

は
、
Ｘ
（
旧T

w
itter

）
、

F
a
ceb

ook
、In

sta
gra

m

等
と
連
携
し
、
情
報
発

信
力
を
高
め
ま
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
サ
イ
ト

の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、

①
目
的
の
明
確
化
、
②
利

用
者
に
わ
か
り
や
す
い
構

造
、
③
更
新
の
し
や
す
さ
、

④
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
個
人

情
報
保
護
、
⑤
デ
ザ
イ
ン

と
信
頼
感
、
⑥
検
索
性
・

情
報
ア
ー
カ
イ
ブ
、
⑦

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

新
サ
イ
ト
用
に
ド
メ

イ
ンr
o
u
k
y
o
.o
r
g

を
取
得
し
ま
す
。

コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
既

存
の
①
労
働
者
供
給
事

業
と
は
、
②
職
種
紹
介
、

③
加
盟
組
合
、
④
機
関

紙
「
ろ
う
き
ょ
う
」
、

に
加
え
て
、
新
コ
ン
テ

ン
ツ
と
し
て
左
記
を
掲

載
し
ま
す
。

①
「
派
遣
は
だ
め
！
労

供
を
始
め
よ
う
」
。

②
労
務
供
給
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
関
連

③
第
95
回
Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会

報
告
（
雇
用
関
係
会
議

「
雇
用
関
係
に
関
す
る

勧
告
の
採
択
」
）

④
労
供
労
組
協
結
成
30

周
年
（
整
理
し
て
掲
載
）

サ
イ
ト
リ
ニ
ュ
ア
ル

は
２
０
２
６
年
度
に
予

算
化
し
て
、
２
０
２
６

年
７
月
１
日
に
公
開
予

定
で
す
。

2026年（令和8年）2月27日 ろ う き ょ う 第66号

第40回労供労組協総会のお知らせ
【日 時】2026年3月6日（金） 15:00～18:00
【場 所】日港福会館3F会議室（東京都大田区蒲田）

地図：https://maps.app.goo.gl/rfod76wLa893DmxD9
Web会議（Zoom利用）併用

ミーティング ID: 846 4687 4331
パスコード: 748185

【議 題】①2025年度活動報告と2026活動方針提案

②2025年度会計報告と会計監査報告

③2026年度予算提案

④2026年度役員選出

【交流会】2026年3月6日（金）、18:00～

幹
事
会
報
告
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